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９月
定例会

産業復興と雇用拡大を目指して
女川町企業立地促進条例を改正

会
期　
９
月
３
日
～
13
日

　
初
日
か
ら
２
日
間
、
７
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
っ
た

後
、
一
般
議
案
２
件
、
条
例
２
件
、
補
正
予
算
６
件
、
決
算

認
定
10
件
、
人
事
案
件
１
件
、
発
議
案
１
件
を
慎
重
に
審
議

し
、す
べ
て
の
案
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

一
般
議
案

◇
女
川
出
島
線
道
路

�
新
設
工
事

・
契
約
金
額

�

１
億
９
８
０
０
万
円

・
契
約
相
手

　

田
中
建
設
株
式
会
社

　
　

女
川
出
島
線
乗
り
入
れ

の
交
差
点
を
新
た
に
設
け

る
た
め
、
右
折
レ
ー
ン
を

新
設
の
う
え
、
交
差
点
内

の
勾
配
を
平
ら
に
す
る
た

め
の
工
事
。

　
　
　
　
事
業
所
立
地
奨
励

金
の
交
付
額
最
高
３

億
円
を
想
定
し
て
い
る
県
内

の
町
村
は
他
に
あ
り
ま
す
か
。

　
　
　
　

町
村
で
は
、
大
衡

村
で
用
地
取
得
を
対

象
と
し
た
も
の
で
３
億
円
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
こ
の
条
例
を
武
器

に
企
業
誘
致
の
た
め
、

全
国
に
強
く
発
信
し
攻
め
の

町
政
を
。

　
　
　
　

企
業
誘
致
関
係
、

県
全
体
の
運
動
展
開

の
場
で
今
後
出
て
く
る
つ
な

が
り
や
、
こ
の
10
年
で
培
わ

れ
た
起
業
や
民
間
と
の
つ
な

が
り
も
活
用
し
な
が
ら
、
大

き
な
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
、
当
面
は
期
限
を
定
め

ず
積
極
的
に
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

問答問答

◇
女
川
町
企
業
立
地
促
進
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
①
へ

　
　

比
較
的
大
規
模
な
企
業

立
地
を
想
定
し
た
現
行
制

度
を
中
小
企
業
で
も
利
用

し
や
す
い
よ
う
奨
励
金
の

交
付
要
件
を
見
直
し
、
交

付
限
度
額
を
拡
充
す
る
な

ど
事
業
者
が
新
規
参
入
し

や
す
い
環
境
に
な
る
よ
う

制
度
を
再
設
計
し
た
も
の
。

　
主
な
内
容

　
　

事
業
者
の
定
義
を
法
人

と
し
、
投
下
固
定
資
産
額

（
立
地
に
係
る
土
地
、
建

物
、
償
却
資
産
等
で
固
定

資
産
台
帳
に
登
録
さ
れ
た

価
格
）
が
２
５
０
０
万
円

以
上
あ
り
、
新
規
雇
用
者

の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
、

奨
励
金
交
付
要
件
に
該
当
。

・
事
業
所
立
地
奨
励
金

　
　

交
付
額
は
立
地
の
際
の

要
件
に
よ
り
固
定
資
産
取

得
額
の
30
㌫
ま
た
は
20
㌫

と
し
、
交
付
限
度
額
は
雇

用
者
数
に
よ
り
最
高
３
億

円
と
す
る
。

・
経
営
安
定
化
奨
励
金

　
　

事
業
開
始
か
ら
５
年
間

の
固
定
資
産
税
相
当
額
を

奨
励
金
と
し
て
交
付
す
る
。

・
雇
用
促
進
奨
励
金

　
　

町
内
新
規
雇
用
者
１
人

に
つ
き
20
万
円
、
転
入
者

の
新
規
雇
用
者
１
人
に
つ

き
30
万
円
を
交
付
す
る
。

・
研
修
費
用
奨
励
金

　
　

町
内
新
規
雇
用
者
の
技

術
等
習
得
の
た
め
の
１
カ

月
以
上
の
県
外
研
修
派
遣

に
対
し
、
１
カ
月
あ
た
り

10
万
円
、
限
度
額
２
０
０

万
円
を
交
付
す
る
。

　

施
行
年
月
日

　

令
和
３
年
10
月
１
日

契
約
の
締
結

条　
例　
の　
制　
定

攻めの企業誘致を

国道398号　旧第三小学校付近から尾浦防集団地入口まで387.5ｍを施工

①
新
た
な
風
を

22021.10　おながわ議会だより



町内で買い物をしよう！
町民全員に５千円分、１世帯に５千円分の商品券を配布

補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
16
億
１
６
０
万
３
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
１
２

０
億
２
４
３
３
万
９
千
円
と

し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

歳
出

◇
東
日
本
大
震
災

�
復
興
基
金
返
還
金
②
へ

�

11
億
５
１
０
７
万
円

◇
女
川
浜
地
区
立
木
伐
採

�

処
理
業
務
委
託
料
③
へ

�

７
３
７
万
円

◇
応
答
解
析
及
び
第
三
者

�

評
価
業
務
委
託
料
④
へ

�

９
２
１
万
８
千
円

◇
経
済
活
性
化
商
品
券

�

事
業
委
託
料
⑤
へ

・
委
託
先　

女
川
町
商
工
会

�

８
０
０
０
万
円

◇
建
物
解
体
工
事
⑥
へ

�

１
１
０
５
万
５
千
円

◇
防
災
広
場
整
備
工
事
⑦
へ

�

３
億
１
４
０
４
万
９
千
円

◇
施
設
改
修
工
事
⑧
へ

�

１
６
５
万
円

歳
入

◇
住
宅
管
理
費
雑
入
⑨
へ

�

58
万
４
千
円

◇
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

�

⑩
へ

�

１
８
８
万
４
千
円

　
　
　
　
東
日
本
大
震
災
復

興
基
金
返
還
金
の
返

還
理
由
は
。

　
　
　
　

６
９
１
戸
分
の
交

付
を
受
け
ま
し
た
が
、

４
１
３
件
の
実
績
と
な
り
、

そ
の
差
額
で
す
。
原
因
は
、

町
外
で
の
再
建
と
公
営
住
宅

へ
の
入
居
が
相
当
数
い
た
た

め
で
す
。

問答

　
　
　
　
伐
採
し
た
木
材
の

再
利
用
と
そ
の
後
の

植
栽
は
。

　
　
　
　

伐
採
し
た
木
材
は

委
託
先
の
業
者
で
処

理
し
、
売
却
す
る
こ
と
に
な

れ
ば
利
益
は
町
に
入
り
ま
す
。

　

ま
た
、
植
栽
に
つ
い
て
は
、

広
葉
樹
等
も
含
め
検
討
し
て

い
ま
す
。

問答
　
　
　
　
温
泉
施
設
ゆ
ぽ
っ

ぽ
に
係
る
破
損
原
因

の
究
明
と
第
三
者
評
価
の
委

託
先
、
解
析
方
法
は
。

　
　
　
　

委
託
先
は
こ
れ
か

ら
で
す
。
ガ
ラ
ス
破

損
原
因
を
究
明
す
る
た
め
、

動
的
解
析
、
当
時
の
状
況
を

詳
し
く
再
現
し
た
時
刻
歴
応

答
解
析
を
行
い
ま
す
。

問答
空き地の目立つ住宅地

②
返
還
の
理
由
は

③
立
木
の
伐
採
後
は

④
事
故
原
因
の
究
明
は

　
　
　
　
経
済
活
性
化
商
品

券
事
業
の
詳
細
は
。

　
　
　
　

今
回
は
交
付
型
と

し
て
町
民
全
員
に
対

し
５
千
円
と
１
世
帯
に
つ
き

５
千
円
の
商
品
券
を
配
布
し

ま
す
。

　

割
増
型
と
し
て
５
千
円
の

商
品
券
を
２
５
０
０
円
で
販

売
、
購
入
上
限
は
一
人
１
セ

ッ
ト
と
し
ま
す
が
、
余
り
が

出
た
場
合
は
再
販
売
し
ま
す
。

　

手
元
に
届
く
の
は
10
月
末

頃
、
利
用
で
き
る
期
間
は
11

月
１
日
か
ら
１
月
31
日
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

問答 ⑤
町
民
全
員
に
商
品
券

　
　
　
　
仮
設
消
防
庁
舎
解

体
後
の
跡
地
利
用
は
。

　
　
　
　

仮
設
プ
レ
ハ
ブ
部

分
は
解
体
し
砂
利
敷

き
に
、
鉄
骨
造
り
の
車
庫
、

倉
庫
は
そ
の
ま
ま
教
育
財
産

と
し
て
転
用
し
、
総
合
運
動

場
の
大
型
備
品
等
を
保
管
す

る
倉
庫
・
物
置
と
し
ま
す
。

問答 ⑥
仮
設
消
防
庁
舎
の

�

解
体
後
は

何を買おうかな

町内の加盟店で使えます
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小屋取地区にも避難道を

　
　
　
　
総
合
運
動
場
内
の

ち
び
っ
こ
広
場
遊
具

タ
ー
ザ
ン
ロ
ー
プ
改
修
工
事

費
に
は
、
安
全
対
策
費
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　

今
回
は
安
全
基
準

を
満
た
し
た
出
来
合

い
の
遊
具
を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
安
全
対
策
に
つ
い

て
は
、
一
帯
の
施
設
で
毎
年

点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問答

　
　
　
　
ふ
る
さ
と
応
援
寄

付
金
は
、
そ
れ
に
付

随
す
る
効
果
も
期
待
で
き
る

こ
と
か
ら
、
も
っ
と
努
力
す

べ
き
で
は
。

　
　
　
　

地
域
の
ア
ピ
ー
ル

な
ど
に
繋
げ
て
い
く

こ
と
を
考
え
、
財
源
と
し
て

依
存
す
る
の
で
は
な
く
別
の

ス
タ
ン
ス
で
他
自
治
体
に
も

学
び
な
が
ら
努
力
し
て
い
き

ま
す
。

問答

⑧
遊
具
の
充
実
を

　
　
　
　
町
営
住
宅
目
的
外

使
用
負
担
金
58
万
４

千
円
の
内
容
は
。

　
　
　
　

地
域
対
応
活
性
化

計
画
に
お
け
る
町
営

住
宅
の
目
的
外
使
用
で
あ
る

「
お
た
め
し
移
住
」
に
よ
る

４
Ｌ
Ｄ
Ｋ
２
戸
の
６
月
か
ら

３
月
分
の
家
賃
で
す
。

問答 ⑨
柔
軟
な
運
用
を

⑩
町
の
宣
伝
も
か
ね
て

　
　
　
　
小
屋
取
地
区
か
ら

も
海
岸
に
下
り
ず
に

避
難
で
き
る
道
路
を
作
る
べ

き
で
は
。
計
画
の
変
更
や
追

加
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

問

　
　
　
　

今
後
、
小
屋
取
区

民
の
避
難
が
円
滑
に

進
む
よ
う
今
回
の
事
業
と
は

別
事
業
と
し
て
検
討
を
し
て

い
き
ま
す
。

答

⑦
小
屋
取
地
区
の

�

避
難
は

はやく遊びたいな～

ふるさと納税で女川のファンを増やそう！

発

議

案

人
事
案
件

◇
発
議
案
第
６
号

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い

財
政
状
況
に
対
処
し
地
方

税
財
源
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書

　

全
11
議
員
賛
成　

採
択

　
　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
り
、
来
年
度
の

財
源
不
足
が
避
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
地
方
税
財
源
の
充

実
の
た
め
、
以
下
事
項
の

実
現
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

◇
教
育
委
員

　

９
月
定
例
会
で
、
教
育
委

員
と
し
て
次
の
方
を
任
命
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
新
福
悦
郎
氏
（
石
巻
市
）

　
任
期
（
再
任
）

　
　

令
和
３
年
10
月
１
日
～

�

令
和
７
年
９
月
30
日

　

１　

他
の
地
方
歳
出
に
し

わ
寄
せ
さ
れ
な
い
よ
う
、

十
分
な
総
額
を
確
保
す

る
こ
と
。

　

２　

固
定
資
産
税
の
根
幹

を
揺
る
が
す
見
直
し
は

行
わ
な
い
こ
と
。
今
回

の
特
別
措
置
は
、
期
限

の
到
来
次
第
確
実
に
終

了
す
る
こ
と
。

　

３　

土
地
に
係
る
課
税
標

準
額
の
負
担
調
整
措
置

は
今
年
度
限
り
と
す
る

こ
と
。

　

４　

自
動
車
税
・
軽
自
動

車
税
の
環
境
性
能
割
の

臨
時
的
軽
減
の
更
な
る

延
長
は
行
わ
な
い
こ
と
。

　

５　

炭
素
に
係
る
税
を
創

設
、
拡
充
す
る
場
合
は

地
方
税
に
税
源
配
分
す

る
こ
と
。
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契
約
が
２
億
２
９

７
９
万
円
で
す
が
、

工
事
の
詳
細
と
各
金
額
は
。

　
　
　
　

床
な
ど
の
内
部
改

修
工
事
が
１
億
３
３

０
０
万
円
、
水
回
り
・
ト
イ

レ
等
衛
生
設
備
改
修
工
事
が

２
８
０
０
万
円
、
外
壁
改
修

工
事
が
４
３
０
０
万
円
、
照

明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
変
更
が
４

０
０
万
円
で
す
。

問答

第４回
臨時会

38年ぶりの大改修

一
般
議
案

補
正
予
算

発

議

案

契
約
の
締
結

◇
大
沢
線
林
道
改
良
工
事

・
契
約
金
額

�

４
９
５
０
万
円

・
契
約
相
手

　

田
中
建
設
株
式
会
社

◇
女
川
町
総
合
体
育
館

�

改
修
工
事

・
契
約
金
額

�

２
億
２
９
７
９
万
円

・
契
約
相
手

　

東
鉄
工
業
株
式
会
社

�

東
北
支
店

　
第
４
回
臨
時
会
は
７
月
30

日
に
開
催
し
、
原
案
の
と
お

り
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

◇
発
議
案
第
５
号

　
　

女
川
町
の
観
光
振
興
に

必
要
と
な
る
宿
泊
施
設
設

置
に
伴
う
必
要
な
措
置
に

関
す
る
意
見
書

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

が
経
過
し
、
今
後
の
本
格
的

な
観
光
誘
致
を
図
る
た
め
の

観
光
振
興
策
と
し
て
次
の
措

置
を
要
望
し
た
も
の
。

１　

速
や
か
な
町
有
地
の
賃

貸
借
契
約
の
締
結
及
び

地
盤
調
査
へ
の
協
力

２　

事
業
を
持
続
可
能
と
す

る
た
め
に
賃
借
料
へ
の

配
慮

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
２
４
７
１
万
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
１
０
４
億
２
２

７
３
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
歳
出

◇
女
川
温
泉
給
湯
施
設
源
泉

ポ
ン
プ
引
揚
げ
据
付
工
事�

�

８
３
６
万
円

　
　

現
在
使
用
し
て
い
る
水

中
ポ
ン
プ
の
引
揚
げ
点
検

修
理
を
行
う
も
の
。

◇
予
防
接
種
委
託
料

�

63
万
８
千
円

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
象
者

を
16
歳
以
上
か
ら
12
歳
以

上
へ
引
き
下
げ
拡
大
し
た

も
の
。

　
今
回
の
発
議
案
は
町
内
団
体
か
ら
の
陳
情
書

が
届
き
、
そ
の
内
容
を
議
員
内
で
精
査
し
た
と

こ
ろ
、
今
後
の
観
光
振
興
に
必
要
と
認
め
、
議

員
が
議
会
に
議
案
と
し
て
提
出
し
ま
し
た
。

　
そ
の
内
容
を
示
し
た
も
の
が
意
見
書
と
な
り

ま
す
。

新型コロナウイルスワクチン接種状況　R3.9末現在
○接種状況について（９／29終了時点・９月までの請求分）

※対象者は、R3.9.29現在の住基人口。
※（　）内は接種率。
※接種済において、転出・死亡はマイナス調整済み。
◆高齢者（65歳以上）の接種完了状況
・1回目完了：95.6％（2,335／2,443人）・2回目完了：95.1％（2,324／2,443人）

年代 対象者数 １回目完了 ２回目完了

60代以上 2821人 2690人
（95.4％）

2676人
（94.9％）

50代 669人 598人
（89.4％）

594人
（88.8％）

40代 657人 591人
（90.0％）

558人
（84.9％）

30代 584人 503人
（86.1％）

449人
（76.9％）

20代 696人 586人
（84.2％）

510人
（73.3％）

10代 313人 235人
（75.1％）

231人
（73.8％）

総　計 5740人 5203人
（90.6％）

5018人
（87.4％）
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公
営
住
宅
駐
車
場
問
題

コ
ン
ビ
ニ
収
納
の

�

比
率
は

一
般
会
計
歳
入

1億9042万円の黒字

　
　
　
　
町
税
の
収
納
率
を

上
げ
る
た
め
に
コ
ン

ビ
ニ
収
納
が
あ
り
ま
す
が
、

ど
の
く
ら
い
の
成
果
が
あ
り

ま
し
た
か
。

　
　
　
　

全
体
で
は
約
10
㌫

で
す
が
、
軽
自
動
車

税
で
は
50
・
61
㌫
と
な
っ
て

い
ま
す
。

問答
　
　
　
　
公
営
住
宅
駐
車
場

使
用
料
滞
納
繰
越
分

が
54
万
８
０
０
０
円
で
す
が
、

何
件
に
な
り
ま
す
か
。
ま
た
、

１
０
０
台
の
空
き
を
埋
め
る

こ
と
で
収
入
が
増
す
の
で
は
。

　
　
　
　

29
件
に
な
り
ま
す
。

免
許
の
返
納
も
増
え

て
、
空
き
状
況
が
増
え
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
的
確
に

把
握
し
、
利
便
性
を
高
め
工

夫
し
て
い
き
ま
す
。

問答

子育て世代 働き世代 高齢者世代

子育て応援臨時給付金
420万円

小中学校建設
31億9505万円

資格取得支援
83万円

町民バス運行事業
3312万円

こども医療費
1449万円

スクールバス借上
5947万円

定住促進事業
5850万円

敬老祝金
924万円

病児病後児保育
954万円

奨学金貸付
1026万円

各種検診委託料
1485万円

老人クラブ連合会補助
80万円

しおかぜ保育所建設
５億3487万円

学習塾等代支援
1032万円

健康経営推進業務
281万円

紙おむつ等助成
479万円

特別定額給付金（コロナ関連）
７億5660万円

どんなことに使われたのかな？

使ったお金　歳出　291億2728万円（性質別）

義務的経費 投資的経費 その他の経費

人件費
12億
6884万

公債費
４億
961万

扶助費
３億
403万

普通建設事業費
138億

3383万円

災害復旧費
24億
2361万円

補助費等
49億
6542万円

繰出金
19億
759万円

物件費
18億
6853万円

その他
21億
4582万円
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東北電力分88.6％ 電源立地地域へ国や県からの交付金等
７億7418万円

利
率
は
ど
の
く
ら
い

ま
だ
使
え
る
の
で
は

令和2
決算 健全な財政運営

令和２年度決算審査特別委員会

　
　
　
　
定
期
預
金
と
債
券

が
あ
り
ま
す
が
、
利

率
は
。

　
　
　
　

定
期
預
金
は
24
口

で
昨
年
の
５
月
か
ら

す
べ
て
０
・
０
０
２
㌫
で
す
。

預
け
入
れ
当
時
の
も
の
で
、

高
い
も
の
は
０
・
02
㌫
も
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
債
券
は
32
本
あ
り

ま
す
。
高
い
も
の
で
１
・
７

２
８
㌫
、
低
い
も
の
は
０
・

23
㌫
、
主
流
は
１
・
４
㌫
か

ら
１
・
６
㌫
で
す
。

問答
　
　
　
　
物
品
売
払
収
入
で

油
圧
シ
ョ
ベ
ル
が
３

０
０
万
円
で
売
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
使
え
た
の
で
は
。

　
　
　
　

平
成
12
年
12
月
に

キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
製
を

購
入
し
ま
し
た
。
購
入
し
て

か
ら
20
年
経
つ
の
で
使
用
に

は
耐
え
難
く
部
品
取
り
な
ど

で
の
金
額
と
思
い
ま
す
。

問答

解説
　町財政の主要な財源である町税は、女川原子力発電所の固定資産税収入が多くを
占めており、前年度よりも1336万円増加しています。数年後は再稼働にともなう
安全基準を満たすための防護施設や防潮堤などの固定資産税が見込まれる予定です。
　また、電源立地自治体には、国や県からの交付金もあります。

入ったお金　歳入　317億9629万円

自主財源　206億9098万円（65.1％） 依存財源　111億530万円（34.9％）

町税
　33億
　　　211万円

　繰入金
　　151億
　　　　 9618万円

その他
21億

9269万円

地方交付税
46億

3794万円

国庫支出金
48億

6473万円

町債
５億

9480万円

その他
10億

783万円

町税の内訳

町民税
４億

5388万円

固定資産税
27億7041万円

その他
7782万円
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　普及活動として毎日のようにTwitterを
更新して、小まめな情報発信は良いのです

が同じ情報を毎日更新する狙いや効果は。
　マイナンバーカードに関するTwitterの
更新は、似たような内容で上げています。

内容については町で周知方法を検討します。また
本町での交付率は40％を超えています。

個人番号カード等交付金　276万円

　人材育成事業の交付金が５件の目標のと
ころ１件のみですが、事例紹介も含めて周

知を図るべきでは。
　これまでホームページの更新も間に合っ
ていなかったので、新しく事業形態も変わ

っているオンライン研修や事例紹介等も併せてホ
ームページ上で周知を図っていきます。

人材育成補助事業　10万円

　スマートモビリティはこれまで試乗会を
行っていましたが、今後の見通しは。
　今年度、二人乗りの小型電気自動車を購
入しました。今後の道交法の改正などもみ

ながら、超小型の電気自動車の活用の可能性など、
事業化に向けて研究、実証を行っていきます。

スマートモビリティ実証事業　24万円

　町民バス五部浦も含めて利用者が少ない
ということで、今年度は一部でもデマンド

化についての方向性はありますか。
　来年３月までの実証試験期間の中で、町
民からアンケートを取り、実証試験期間に

改善できるものがあれば改善し、全体的に町民バ
スの交通体系をとっていきます。

循環20（ニーマル）バス実証試験運行事業　377万円

高齢者の移動手段の確保は
生活・健康

マイナンバーカード、Twitterの効果は

周知方法に工夫を

高齢者の移動手段の確保を

町民バスの利便性は

答

答

答

答

問

問

問

問
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　江島衛生害虫駆除は、毎年同じ金額、同
じような作業ではなく、藪になっている雑

草を刈るなどの作業を足した方がいいのでは。
　最近は蚊や毛虫がだんだん減少し、潮だ
まりは少なくなってきましたが継続しない

と増えていくとのことでした。今後も場所を変え
ながら実施していきます。

江島衛生害虫駆除業務　255万円

　女川町誌は町民にどのように配布します
か。また１冊当たりの単価は。
　配布先は県内の各市町村、図書室を予定
しています。町民の方への配布は前回同様

に有料で希望者に販売します。今回の町誌につい
ては5,000円から6,000円を想定しています。

女川町誌新編第１巻（仮称）の編さん　968万円

　コロナ禍で事業の進捗がみられなかった
とのことですが、やはり女川は海の町であ

り、石巻のような規模でなくても停泊できるよう
な整備は。

　運営や委託した場合のコストや整備規模
もどれくらいが適切なのかも踏まえて固め

ていきます。今年度ある程度の概略の方向性をぜ
ひ作っていきたいと考えています。

フィッシャリーナ基本構想作成支援業務委託料　211万円

　防災ハザードマップに基づいて、今後行
政区ごとに避難訓練が必要になってくると

思いますが考えは。
　防災ハザードマップに結びつけた避難訓
練の実施は、ここ数年は総合防災訓練が行

われておらず、復活させたいと考えています。今
後も計画をして実施できるような体制を整えてい
きます。

ハザードマップ・防災対応マニュアル整備事業　5610万円

施策の効果を最大限に
観光・産業・防災・歴史

江島の衛生管理を

新女川町誌の値段は

フィッシャリーナの進捗は

ハザードマップの活用は

答

答

答

答

問

問

問

問
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　テニスコートの改修について、町民がい
つでも運動できる環境を整備していくとあ

りますが具体的には。
　 土のグラウンドに整備をする予定です。現

在は人工芝のグラウンドはありますが、土
のグラウンドはほぼない状態です。砂や土ぼこり
が懸念されますが、そちらも対応できるように整
備をしていきます。

総合運動場内施設修繕事業　291万円

　全国平均よりも点数が下がっている状況
も見えますが、先生方が指導法などを共有

し合うことで、先生の孤立を防ぐべきでは。
　やはり授業が一番であり教える先生方を
どう育てていくのかに尽きます。先生方が

１人で抱えこまないように指導主事や教育指導員
などの指導を受けながら体制づくりをしっかりし
ていきます。

基礎学力充実支援事業補助金　25万円

生徒の学力向上への支援体制は
教育・スポーツ

テニスコートの今後は 先生の指導体制は

答 答

問 問

栄養の摂れた食事、
十分な睡眠時間、
適度な運動など規
則正しい生活を送
りながら学力向上
を目指そう

テニスコートが
クレーコートに整備
されて、ペタンク
などで利用できる
ことは大いに
歓迎です

町民の声町民の声
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地方卸売市場特別会計
　歳入歳出それぞれ6204万円
　（前年度比651万円の減）
　赤字補填2407万円を繰入れした。
○議会より
　水産資源が減少していく厳しい状況のなか、
国全体で水産資源の維持管理をできる方策
を切望する。

国民健康保険特別会計
　歳入７億6524万円、歳出７億4389万円
差引き2135万円を基金に繰入れした。

　繰入金より１億813万円を補填した。
○議会より
　取巻く環境は、今後も被保険者数の減少や
医療費の増加傾向が続きます。これからは
医療費がかからないよう心と体を鍛え、健
康一番を目指しましょう。 浄化槽事業特別会計

　歳入歳出それぞれ1524万円
　（前年度比80万円の減）
　下水道が整備され、浄化槽は年々減少傾
向にある。

後期高齢者医療特別会計
　歳入１億151万円、歳出１億125万円差
引き26万円を翌年度に繰越しした。

　高齢者の医療確保の事業であり、老後の
健康保持と適切な医療の確保を図る。

介護保険特別会計
　歳入９億204万円、歳出８億6328万円
　差引き3875万円を基金と翌年度に繰越
しした。

○議会より
　高齢者人口の増加はまだまだ続きます。
　今後も円滑な保険給付に万全を期するた
め、収納の安定確保に努め、積極的に介
護予防事業を取り組んで行かなければい
けません。

令和２年度　決算の討論

令和２年度特別会計決算主なもの

再生可能
　エネルギーへの転換を

新型コロナへの
　　　独自支援を評価

鈴
木
良
徳
議
員 賛　成

阿
部
律
子
議
員反　対

　

令
和
２
年
度
は
、
女
川
原

発
２
号
機
の
再
稼
働
に
同
意

し
た
年
で
す
が
、
原
発
の
再

稼
働
に
は
反
対
し
ま
す
。
原

発
に
は
依
存
し
な
い
、
再
生

　

予
算
執
行
に
当
た
り
さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
を
さ
れ
支
出
抑

制
に
努
力
さ
れ
た
も
の
と
受

け
止
め
て
お
り
、
監
査
委
員

か
ら
も
各
種
会
計
決
算
の
係

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

を
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
を
切

に
望
む
も
の
で
す
。

　

各
種
健
康
診
断
事
業
の
審

議
で
、
対
象
者
の
数
値
に
誤

り
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
、

受
診
率
の
数
値
も
変
わ
っ
て

し
ま
い
、
正
確
性
の
求
め
ら

れ
る
決
算
審
査
に
お
い
て
、

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で

あ
り
、
強
く
指
摘
し
た
い
。

数
は
正
確
で
予
算
執
行
も
適

正
か
つ
妥
当
と
報
告
が
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
、
全
世
界

で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
猛
威
を
振
る
う
中
、

本
町
に
お
い
て
効
果
的
な
対

策
を
講
じ
た
こ
と
を
評
価
し

ま
す
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

認
定
第
１
号
令
和
２
年
度
女

川
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
に
賛
成
し
ま
す
。

討 論
私はこう考える 討論は

6分45秒から
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議 員 が 質 問７

■次回の定例会は12月13日からの予定です。
■詳しくは町議会事務局（電話54-3131内線312）へ
　お気軽にお問い合わせください。

新型コロナウイルス感染症予防のため、議会
の傍聴自粛にご協力願います。
なお、議会中継は女川町議会ホームページで
配信しますので、ご視聴願います。

木村　公雄議員……………Ｐ13
（１）ゆぽっぽの被害原因・復旧費用は
（２）旧女川小・中学校の利活用計画は
（３）新型コロナ感染症事業の補助金は

阿部　律子議員……………Ｐ14
（１）透析患者の通院送迎の支援を
（２）空き家への苦情対応と支援策は

阿部　美紀子議員…………Ｐ15
（１）出島架橋完成後に向けた振興策を
（２）役場に食品提供箱の設置を

鈴木　公義議員……………Ｐ16
（１）公共施設の維持管理体制は
（２）フクシマ処理水の風評被害は

佐藤　誠一議員……………Ｐ17
（１）第６次エネルギー基本計画の課題
（２）女川町教育大綱の基本方向は
（３）生涯スポーツ振興策は

髙野　　晃議員……………Ｐ18
（１）使用済核燃料は女川から搬出を
（２）女川町の農業政策の充実を

隅田　　翔議員……………Ｐ19
（１）放課後児童クラブの延長を
（２）空き家バンク登録件数の強化を

　一般質問は、町政に関して議員が質問を行い、
新たな施策の提案や意見を述べ、時には是正を
求め、町政をより良い方向へ導くものです。
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優先交渉者決定（旧女川中学校）

　
女
川
温
泉
ゆ
ぽ
っ
ぽ
の
事

故
原
因
、
営
業
再
開
日
等
が

９
月
１
日
現
在
、
未
だ
に
公

表
さ
れ
て
い
な
い
の
は
甚
だ

遺
憾
で
す
。

問　
７
月
30
日
の
町
議
会
全

員
協
議
会
で
、
「
天
井
面
と

ガ
ラ
ス
周
辺
架
構
の
隙
間
が

十
分
に
確
保
さ
れ
て
お
ら
ず
、

地
震
時
に
そ
れ
ら
が
衝
突
し
、

そ
の
衝
撃
で
サ
ッ
シ
の
溶
接

ピ
ー
ス
が
破
断
す
る
と
と
も

に
一
部
の
ガ
ラ
ス
が
破
損
し

た
」
と
結
論
付
け
し
、
営
業

再
開
日
は
来
年
１
月
以
降
と

い
う
こ
と
は
公
表
で
す
か
。

答　
７
月
30
日
の
全
協
で
は
、

現
地
調
査
等
で
検
討
し
て
い

た
事
項
に
つ
い
て
報
告
し
た

も
の
で
す
。

問　
県
内
21
町
村
で
２
人
の

副
町
長
が
在
籍
し
て
い
る
の

は
女
川
町
だ
け
で
す
。
そ
の

う
ち
１
名
を
ト
ッ
プ
と
す
る

（仮）
事
故
調
査
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
行
政
側
の
事
務
処
理

に
落
ち
度
が
な
か
っ
た
の
か

検
証
す
べ
き
で
は
。

答　
調
査
委
員
会
と
い
う
形

か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
当

時
の
状
況
を
改
め
て
確
認
し

ま
す
。

問　
営
業
再
開
の
見
通
し
、

時
期
、
復
旧
費
用
概
算
額
は
。

答　
解
析
業
務
完
了
後
に
必

要
な
対
策
工
事
の
内
容
を
決

定
し
、
工
事
発
注
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
期
間
は
、
約
半

年
間
を
見
込
ん
で
お
り
、
今

年
度
中
の
営
業
再
開
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

　

復
旧
費
用
の
概
算
額
と
し

て
は
、
現
時
点
で
最
大
５
０

０
０
万
円
程
度
か
か
る
見
込

み
で
す
。

問　
廃
校
に
な
っ
た
旧
女
川

小
・
中
学
校
の
サ

※

ウ
ン
デ
ィ

ン
グ
調
査
を
実
施
し
、
優
先

交
渉
者
の
公
募
を
行
い
、
７

月
に
は
決
定
し
た
と
思
い
ま

す
が
、
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
法
律
に
抵
触
し
な
い

範
囲
で
公
表
し
て
下
さ
い
。

答　
優
先
交
渉
者
の
公
募
を

行
い
審
査
し
た
結
果
、
千
葉

県
の
㈱
サ
ウ
ン
ド
ハ
ウ
ス
が

旧
女
川
中
学
校
の
優
先
交
渉

者
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
社
は
音
響
機
材
等

の
輸
入
お
よ
び
販
売
を
行
っ

て
い
る
会
社
で
、
旧
女
川
中

学
校
の
活
用
は
東
北
・
北
海

道
・
北
陸
へ
向
け
て
音
響
機

材
な
ど
の
物
流
販
売
拠
点
な

ど
で
利
用
す
る
予
定
で
す
。

問
旧
女
川
小
・
中
学
校
の
利
活
用
計
画
は

答
旧
女
川
中
学
校
へ
の
優
先
交
渉
者
決
定

答
弁
者　
総
務
課
長

問
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

事
業
の
補
助
金
は

答
飲
食
店
等
向
け
感
染

予
防
対
策
費
で
す

答
弁
者　
産
業
振
興
課
長

問ゆぽっぽの被害原因・復旧費用は
答復旧工事費最大5000万円

答弁者　町長　阿部副町長　町民生活課長

木き

村む
ら

　
公き

み

雄お 

議
員

営業再開はいつ

※　

民
間
事
業
提
案
調
査
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空き家に対する苦情が・・・

　
透
析
患
者
の
通
院
は
、
自

家
用
車
や
Ｊ
Ｒ
等
の
利
用
で

す
が
、
高
齢
で
体
力
も
衰
え

自
力
で
の
通
院
が
困
難
な
人

が
多
く
な
っ
て
い
る
と
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
タ
ク
シ
ー
券
補
助
は
あ
る

も
の
の
多
額
の
費
用
が
か
か

り
、
生
活
面
で
も
大
変
な
状

況
、
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　
透
析
患
者
の
通
院
の
現

状
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て

い
ま
す
か
。

答　
町
で
は
通
院
等
の
利
便

性
に
供
す
る
た
め
福
祉
タ
ク

シ
ー
利
用
助
成
券
ま
た
は
ガ

ソ
リ
ン
費
の
い
ず
れ
か
を
助

成
し
て
い
ま
す
。
身
体
的
負

担
の
大
き
い
通
院
透
析
で
は

移
動
手
段
の
確
保
が
重
要
な

課
題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問　
こ
れ
ま
で
の
経
過
で
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
移
動
支
援
Ｒ
ｅ
ｒ

ａ
の
利
用
に
タ
ク
シ
ー
券
が

可
能
と
し
た
も
の
の
、
新
規

の
予
約
は
取
れ
ま
せ
ん
。
実

態
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
ま
す
か
。

答　
透
析
は
利
用
日
が
固
定

す
る
こ
と
や
人
員
確
保
が
難

し
い
な
ど
の
理
由
か
ら
新
規

の
予
約
は
行
っ
て
い
な
い
と

聞
い
て
い
ま
す
。

問　
社
会
福
祉
協
議
会
等
と

の
連
携
で
、
福
祉
タ
ク
シ
ー

と
し
て
本
町
独
自
の
通
院
送

迎
支
援
制
度
を
ぜ
ひ
検
討
し

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

答　
既
存
の
事
業
者
や
支
援

団
体
な
ど
を
活
用
し
た
取
り

組
み
を
検
討
し
ま
す
。

柴田町では社協が送迎、女川でも

問透析患者の通院送迎の支援を
答既存事業者等の活用を検討します

答弁者　健康福祉課長

阿あ

部べ

　
律り

つ

子こ 

議
員

答　
離
島
の
同
様
な
立
場
の

方
々
に
共
同
で
撤
去
し
て
い

た
だ
く
か
、
島
に
工
事
に
来

て
い
る
業
者
を
紹
介
し
て
相

談
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

問　
空
き
家
対
策
の
相
談
窓

口
の
設
置
を
。

答　
特
定
空
き
家
等
の
対
策

は
町
民
生
活
課
で
対
応
し
て

い
ま
す
。
移
住
・
定
住
の
支

援
、
情
報
提
供
等
の
窓
口
は
、

企
画
課
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
高
齢
化
等
の
事

情
で
空
き
家
が
多
く
な
り
、

そ
の
対
策
が
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
町
で
も
空
き
家
が

増
え
つ
つ
あ
り
、
隣
家
の
住

民
か
ら
苦
情
も
出
て
お
り
改

善
策
を
望
む
声
も
聞
こ
え
て

き
ま
す
。

問　
隣
の
空
き
家
か
ら
ヘ
ビ

や
ハ
ネ
ア
リ
等
が
発
生
し
、

困
っ
て
い
る
と
の
苦
情
も
出

て
い
ま
す
が
、
改
善
策
は
。

答　
現
地
を
確
認
し
、
そ
の

空
き
家
の
所
有
者
や
管
理
者

に
駆
除
の
専
門
業
者
を
紹
介

す
る
な
ど
所
有
者
の
責
務
で

改
善
し
て
も
ら
え
る
よ
う
働

き
か
け
て
い
ま
す
。

問　
特
に
離
島
で
は
、
空
き

家
を
解
体
し
て
も
廃
材
を
運

び
出
す
船
を
個
人
で
依
頼
す

る
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か

る
た
め
、
手
を
つ
け
な
い
の

が
現
状
で
す
。
町
と
し
て
廃

材
を
離
島
か
ら
撤
去
す
る
際

の
知
恵
と
工
夫
と
支
援
策
を
。

問
空
き
家
へ
の
苦
情
対
応
と
支
援
策
は

答
空
き
家
所
有
者
の
責
務
で
改
善
促
す

答
弁
者　
町
民
生
活
・
企
画
課
長
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広がれ、食料助けあい（社協前）

　
小
さ
い
町
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
、
思
い
や
り
あ
ふ
れ
る

対
応
を
。

答　
県
が
行
っ
て
い
る
７
日

分
の
生
活
支
援
品
の
中
に
お

粥
は
入
っ
て
い
る
と
聞
き
ま

し
た
。

　

備
蓄
食
料
に
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
乳
幼
児
等
に
配
慮
し
、

補
充
等
の
際
に
配
備
し
ま
す
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
困
窮

者
が
増
え
て
い
ま
す
。
フ
ー

ド
バ
ン
ク
の
利
用
者
は
増
え

て
い
ま
す
か
。

　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
存
在
を

町
民
に
知
っ
て
も
ら
い
、
関

心
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

役
場
に
も
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ

提
供
す
る
食
品
回
収
箱
を
置

い
て
は
い
か
が
で
す
か
。

答　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
食
糧

支
援
は
、
本
町
で
は
社
会
福

祉
協
議
会
が
フ
ー
ド
バ
ン
ク

い
し
の
ま
き
と
協
働
し
て
行

っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
生
活
困
窮
で
の
フ
ー
ド

バ
ン
ク
の
利
用
は
増
え
て
い

な
い
と
聞
き
ま
し
た
。

　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
回
収
箱
の

設
置
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

と
連
携
し
、
試
験
的
な
取
り

組
み
を
検
討
し
ま
す
。

問　
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
自
宅

待
機
と
な
っ
た
場
合
、
食
料

支
援
に
お
粥
は
あ
り
ま
す
か
。

備
蓄
食
料
に
お
粥
は
あ
り
ま

す
か
。

問
役
場
に
食
品
提
供
箱
の
設
置
を

答
試
験
的
な
取
り
組
み
を
検
討
し
ま
す

答
弁
者　
企
画
・
健
康
福
祉
課
長

問出島架橋完成後に向けた振興策を
答島民の意向を確認し進めます

答弁者　町長　生涯学習・企画・産業振興課長

阿あ

部べ

美み

紀き

子こ 

議
員

問　
北
海
道
・
北
東
北
の
縄

文
遺
跡
群
が
世
界
遺
産
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
出
島
に
も

規
模
は
小
さ
い
な
が
ら
配
石

遺
構
が
あ
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
保
存
、
調
査
を
。

答　
出
島
配
石
遺
構
に
つ
い

て
は
、
維
持
管
理
の
継
続
と

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
調

査
資
料
に
よ
る
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

問　
以
前
、
出
島
・
寺
間
に

は
セ
ッ
コ
ク
が
自
生
し
て
い

ま
し
た
。
島
民
の
み
な
ら
ず

保
存
、
復
活
さ
せ
た
い
と
願

う
人
は
多
く
い
ま
す
。

　
原
種
の
あ
る
う
ち
に
、
智

恵
を
寄
せ
あ
い
、
保
存
に
取

り
組
ん
で
は
い
か
が
で
す
か
。

答　
保
護
活
動
に
対
す
る
島

民
の
意
見
と
機
運
の
高
ま
り

と
広
が
り
が
定
着
す
れ
ば
、

町
と
の
連
携
、
支
援
の
枠
組

み
の
構
築
や
活
動
の
活
性
化

に
つ
な
が
り
ま
す
。

問　
橋
完
成
後
、
ト
イ
レ
や

駐
車
場
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

　
な
で
し
こ
会
、
ゴ
ヘ
島
活

な
ど
、
尽
力
し
て
き
た
島
民

の
声
を
反
映
し
た
取
組
み
を
。

答　
出
島
架
橋
完
成
後
の
来

訪
者
受
け
入
れ
態
勢
や
施
設

整
備
に
関
し
て
、
年
内
に
も

関
係
す
る
各
課
と
調
整
の
う

え
、
当
該
地
区
と
の
意
見
交

換
会
を
実
施
し
ま
す
。

出島の宝、寺間産のセッコク
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養殖作業に精を出す漁業者

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

が
過
ぎ
、
公
共
施
設
の
復
旧

が
ほ
ぼ
終
了
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
町
有
地
の

空
き
地
を
は
じ
め
と
し
て
、

公
園
な
ど
が
多
く
な
り
、
震

災
前
に
比
べ
て
町
で
管
理
す

る
量
が
増
大
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
運
動
公
園
、
海
岸
広

場
等
、
施
設
の
管
理
体
制
の

早
急
な
構
築
が
必
要
と
考
え

ま
す
。

問　
清
水
地
区
の
女
川
ス
タ

ジ
ア
ム
を
は
じ
め
と
す
る
、

体
育
施
設
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答　
女
川
ス
タ
ジ
ア
ム
を
含

む
体
育
施
設
に
つ
い
て
は
、

段
階
的
に
指
定
管
理
を
行
う

予
定
と
し
て
い
ま
す
。

問　
マ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
を
は

じ
め
と
す
る
、
海
岸
広
場
等

の
施
設
の
管
理
体
制
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

答　
海
岸
広
場
の
管
理
は
町

直
営
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
、
指
定
管
理
者
制
度
の

活
用
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　
ゆ
ぽ
っ
ぽ
・
女
川
駅
舎

中
央
の
２
階
外
部
展
望
ス
ペ

ー
ス
の
フ
ェ
ン
ス
錆
対
策
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
営
業
再
開
ま
で
に
フ
ェ

ン
ス
を
変
え
た
ほ
う
が
良
い

か
、
錆
に
強
い
塗
料
で
補
修

す
る
か
業
者
と
相
談
し
ま
す
。

　
福
島
第
一
原
発
事
故
で
発

生
し
た
処
理
水
を
、
お
よ
そ

２
年
後
を
め
ど
に
海
洋
放
出

す
る
政
府
決
定
に
対
し
、
漁

業
者
の
間
で
も
風
評
被
害
へ

の
不
安
が
高
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
。
す
で
に
風
評
被
害
が

発
生
し
て
い
る
と
い
う
輸
出

業
者
も
い
る
と
の
報
道
も
あ

り
ま
す
。
風
評
被
害
に
よ
る

水
産
の
町
女
川
が
受
け
る
影

響
は
、
少
な
く
な
い
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
安
全
と
安

心
は
別
物
で
あ
る
と
い
う
観

念
の
も
と
に
、
懸
念
が
広
が

り
ま
す
。

問　
本
町
と
し
て
、
風
評
被

害
の
防
止
に
向
け
た
考
え
を

伺
い
ま
す
。

答　
政
府
や
県
ま
た
は
関
係

す
る
自
治
体
全
体
と
し
て
、

安
心
・
安
全
が
確
保
さ
れ
る

よ
う
日
頃
か
ら
の
取
り
組
み

を
確
認
し
つ
つ
、
情
報
開
示

を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
ま
す
。

問　
風
評
被
害
が
発
生
し
た

場
合
の
対
策
に
つ
い
て
考
え

を
伺
い
ま
す
。

答　
根
拠
の
な
い
情
報
で
本

町
の
産
品
等
々
に
対
し
て
、

被
害
が
あ
る
場
合
は
、
訴
訟

や
賠
償
を
含
め
て
、
強
い
姿

勢
で
臨
ん
で
行
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

マッシュパーク休日のにぎわい

問
フ
ク
シ
マ
処
理
水
の
風
評
被
害
は

答
強
い
姿
勢
で
臨
み
ま
す

答
弁
者　
産
業
振
興
課
長

問公共施設の維持管理体制は
答指定管理を進めます

答弁者　生涯学習・産業振興・町民生活課長

鈴す
ず

木き

　
公き

み

義よ
し 

議
員
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小中一貫教育の目玉学習は何か

　
女
川
町
教
育
基
本
計
画
に

基
づ
い
た
、
学
習
の
基
本
方

向
は
。

問　
伝
統
・
文
化
へ
の
理
解

を
深
め
る
教
育
と
、
国
際
理

解
教
育
推
進
学
習
の
具
体
内

容
は
。

答　
伝
統
・
文
化
へ
の
理
解

を
深
め
る
教
育
は
、
小
学
校

で
は
、
ま
ち
探
検
、
鳴
り
砂

体
験
な
ど
。
中
学
校
で
は
、

潮
騒
太
鼓
、
江
島
法
印
神
楽

な
ど
で
す
。

　

国
際
理
解
教
育
は
、
Ａ
Ｌ

Ｔ
を
配
置
し
、
国
際
的
視
野

を
広
げ
る
こ
と
に
注
力
し
て

い
ま
す
。

問　
９
年
間
を
見
通
し
た
小

中
一
貫
教
育
推
進
の
中
で
、

特
に
重
要
視
し
て
い
る
学
習

は
何
で
す
か
。

答　
基
礎
的
・
基
本
的
な
知

識
の
確
実
な
習
得
、
そ
れ
を

活
用
す
る
力
を
育
む
こ
と
が

最
も
大
事
で
あ
り
、
特
に
本

町
独
自
の
取
り
組
み
で
あ
る

「
女
川
生
活
実
学
」
の
推
進

に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

問　
家
庭
、
地
域
、
学
校
が

連
携
・
協
働
し
て
子
供
を
育

て
る
環
境
づ
く
り
の
施
策
で
、

特
に
「
家
庭
の
教
育
力
を
支

え
る
環
境
づ
く
り
の
推
進
」

と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
内
容

を
示
さ
れ
た
い
。

答　
お
母
さ
ん
学
級
、
幼
児

期
の
読
み
聞
か
せ
、
小

※

一
プ

ロ
ブ
レ
ム
対
応
の
「
行
っ
て

み
っ
ぺ
し
」
な
ど
で
す
。

問
女
川
町
教
育
大
綱
の
基
本
方
向
は

答
本
町
の
め
ざ
す
子
供
の
姿
の
具
現
化答

弁
者　
教
育
長

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

振
興
策
は

答
総
合
計
画
に
沿
っ

て
進
め
ま
す

答
弁
者　
生
涯
学
習
課
長

問第６次エネルギー基本計画の課題
答再エネ増だけに頼れず難しい課題

答弁者　町長　町民生活課長

佐さ

藤と
う

　
誠せ

い

一い
ち 

議
員

　

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
の
課
題
は
何
か
。

問　
菅
総
理
の
所
信
表
明
演

説
の
２
０
５
０
年
Ｃ
Ｏ
２
ゼ

ロ
と
い
う
極
端
な
目
標
は
不

可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
が
、
町
長
の
見
解
を
。

答　
世
界
規
模
で
取
り
組
む

べ
き
課
題
で
あ
り
、
我
が
国

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ら
び
に
二

酸
化
炭
素
削
減
、
地
球
温
暖

化
防
止
へ
の
取
り
組
み
を
一

貫
し
て
進
め
る
も
の
で
す
。

問　
菅
総
理
は
、
「
２
０
３

０
年
に
Ｃ
Ｏ
２
等
の
温
室
効

果
ガ
ス
を
46
㌫
削
減
す
る
こ

と
を
目
指
す
」
と
し
、
さ
ら

に
50
㌫
の
高
み
を
目
指
す
と

し
て
い
ま
す
が
、
町
長
の
所

感
を
。

答　
電
源
構
成
に
お
い
て
、

削
減
し
た
も
の
を
何
で
賄
う

の
か
、
再
エ
ネ
増
の
み
な
ら

ず
安
定
的
な
電
源
の
確
保
を

重
要
点
と
し
て
、
多
く
の
課

題
を
含
む
目
標
と
考
え
ま
す
。

問　
第
６
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
等
に
基
づ
い
た
本
町

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
実
行

計
画
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に

な
り
ま
す
か
。

答　
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

実
行
計
画
は
、
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
の
調
査
デ
ー
タ
を
基

に
作
成
し
ま
す
。
令
和
３
年

度
分
の
調
査
デ
ー
タ
を
収
集
、

４
年
度
に
着
手
し
、
５
年
度

に
計
画
策
定
の
予
定
で
す
。 再エネ主力電源化は絵に描いた餅

※　

小
学
１
年
生
が
学
校
生
活
に
適
応
で
き
な
い
た
め
に
起
こ
す
問
題
行
動
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女川にあった農業政策の検討を

問　
女
川
原
発
１
号
機
の
使

用
済
燃
料
９
８
２
本
を
廃
止

措
置
が
終
わ
る
ま
で
に
、
再

処
理
事
業
者
へ
譲
り
渡
す

（
譲
渡
）
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
譲
渡
し
た
使
用
済
燃
料
、

再
処
理
後
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

等
の
所
有
権
は
誰
に
な
り
ま

す
か
。

答　
使
用
済
燃
料
に
か
か
わ

る
所
有
権
は
、
電
気
事
業
者

側
の
ま
ま
と
な
り
ま
す
。

問　
使
用
済
燃
料
は
必
ず
女

川
か
ら
出
す
と
聞
い
て
い
ま

す
。
事
業
者
間
で
の
譲
渡
、

搬
出
の
文
書
で
の
確
約
は
あ

り
ま
す
か
。

答　
電
気
事
業
者
お
よ
び
再

処
理
事
業
者
の
確
約
に
つ
い

て
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
。

問　
原
子
炉
格
納
容
器
は
、

Ｌ
３
放
射
性
廃
棄
物
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
ど
こ
に
処
分

す
る
と
聞
い
て
い
ま
す
か
。

女
川
の
敷
地
内
に
処
分
す
る

可
能
性
は
。

答　
廃
炉
措
置
で
出
た
放
射

性
廃
棄
物
の
処
分
先
は
未
定

で
あ
り
、
原
子
力
発
電
所
敷

地
内
へ
の
処
分
に
つ
い
て
、

予
定
、
計
画
等
々
は
現
段
階

で
は
承
知
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
女
川
町
は
、
水
産
業
を
基

幹
産
業
と
す
る
町
で
す
が
、

未
だ
多
く
の
未
利
用
地
が
あ

り
管
理
費
だ
け
で
も
相
当
な

経
費
が
か
か
っ
て
い
る
現
状

で
す
。
新
た
に
農
業
に
も
目

を
向
け
る
べ
き
と
思
い
質
問

し
ま
す
。

問　
最
近
で
は
、
他
県
よ
り

移
住
し
農
業
を
始
め
る
方
々

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
新

規
就
農
者
へ
の
経
営
支
援
等

の
施
策
が
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
本
町
の
農
業
施
策

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答　
本
町
の
農
業
は
、
農
家

数
、
就
業
者
数
、
経
営
耕
作

面
積
と
も
急
激
な
減
少
を
た

ど
り
、
統
計
数
字
に
も
反
映

さ
れ
な
い
状
況
な
の
で
、
本

町
に
お
け
る
農
業
施
策
と
言

え
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
今
後
、
農
業
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

農
業
振
興
地
域
の
指
定
も
含

め
、
本
町
農
業
政
策
の
充
実

を
検
討
す
べ
き
で
は
。

答　
農
業
振
興
地
域
の
指
定

に
つ
い
て
は
、
市
街
化
区
域

外
に
２
０
０
㌶
以
上
の
農
用

地
が
な
い
こ
と
か
ら
、
指
定

要
件
に
合
致
し
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
町
内
で
農
家
や
就

農
等
を
検
討
さ
れ
る
方
に
は
、

担
当
課
で
各
種
相
談
を
受
け

て
い
き
ま
す
。

未だに残る982本の使用済核燃料

問
女
川
町
の
農
業
政
策
の
充
実
を

答
指
定
要
件
に
合
致
し
ま
せ
ん答

弁
者　
産
業
振
興
課
長

問使用済核燃料は女川から搬出を
答調整の中で順次搬出再処理される

答弁者　企画課長

髙た
か

野の

　
　
晃あ

き
ら 

議
員

使用済燃料および新燃料の貯蔵場所と数量について

種類 貯蔵場所 数量

使用済燃料

１号機　使用済燃料プール 821体

２号機　使用済燃料プール 95体

３号機　使用済燃料プール 66体

新　燃　料
１号機　使用済燃料プール 40体

１号機　新燃料貯蔵庫　　 1体

（2019年６月末現在）
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問放課後児童クラブの延長を
答利用時間の拡充を検討しています

答弁者　町長　健康福祉課長

隅す
み

田た

　
　
翔し

ょ
う 

議
員

町への定住促進策を

問　
定
住
促
進
を
図
る
た
め

に
も
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
取

り
組
み
状
況
は
。

答　
空
き
家
等
活
用
情
報
提

供
事
業
の
登
録
状
況
は
、
空

き
家
４
件
、
空
き
地
17
件
で

あ
り
、
引
続
き
現
地
調
査
や

固
定
資
産
納
税
通
知
書
送
付

の
際
、
案
内
チ
ラ
シ
同
封
な

ど
、
物
件
情
報
の
収
集
に
努

め
、
加
え
て
新
た
な
支
援
策

の
拡
充
も
考
慮
し
、
事
業
継

続
に
努
め
ま
す
。

問　
今
後
、
災
害
公
営
住
宅

の
家
賃
減
免
率
が
下
が
っ
て

い
く
中
で
、
収
入
超
過
者
な

ど
家
賃
が
高
額
に
な
る
方
も

い
ま
す
。
町
に
住
み
続
け
て

も
ら
う
た
め
の
対
策
は
。

答　
本
町
で
は
仮
設
住
宅
か

ら
の
早
期
移
転
を
促
し
、
入

居
後
の
生
活
負
担
の
一
部
を

支
援
す
る
た
め
に
、
災
害
公

営
住
宅
の
全
入
居
者
に
対
し
、

独
自
で
15
年
間
の
家
賃
減
免

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
施
策
と
し
て
は
、

離
半
島
の
災
害
公
営
住
宅
の

払
下
げ
を
実
施
中
で
、
譲
渡

に
伴
い
、
購
入
者
に
被
災
者

生
活
支
援
金
い
わ
ゆ
る
加
算

支
援
金
に
代
わ
る
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

　

収
入
超
過
の
方
々
は
可
能

で
あ
れ
ば
定
住
促
進
事
業
補

助
金
を
活
用
し
、
町
の
分
譲

地
を
購
入
の
う
え
家
を
建
て
、

町
に
住
み
続
け
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
件
数
の
強
化
を

答
引
き
続
き
空
き
家
情
報
収
集
に
努
め
る

答
弁
者　
町
民
生
活
・
企
画
課
長

問　
保
育
士
の
負
担
軽
減
や

保
育
の
質
を
上
げ
る
た
め
に

も
、
保
育
士
確
保
や
保
育
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
へ
の
取
り
組
み
は
。

答　
保
育
士
は
国
が
定
め
る

配
置
基
準
の
適
正
数
、
加
配

保
育
士
を
確
保
し
て
い
ま
す

が
、
人
員
に
余
裕
が
あ
る
と

は
言
え
な
い
状
況
で
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
は
標
準
的

な
も
の
は
導
入
す
べ
き
と
し
、

現
場
の
声
を
聴
き
な
が
ら
検

証
し
ま
す
。

問　
１
ク
ラ
ス
の
人
数
を
減

ら
す
な
ど
ゆ
と
り
を
持
っ
た

保
育
を
す
る
べ
き
で
は
。

答　
配
置
基
準
に
つ
い
て
は
、

保
育
の
質
の
向
上
と
労
働
環

境
の
改
善
と
い
う
観
点
か
ら

も
検
討
が
必
要
と
理
解
し
て

い
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
保
育

士
の
確
保
を
優
先
し
、
そ
の

う
え
で
配
置
基
準
の
見
直
し

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

利
用
時
間
を
延
長
を
す
る
べ

き
で
は
。

答　
開
所
お
よ
び
閉
所
時
間

を
各
30
分
延
長
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
協
議
を
行
っ
て
い

ま
す
。
次
年
度
の
実
施
に
向

け
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 児童・保護者に寄り添った子育て環境を
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特別委員会活動報告

常任委員会活動報告

○女川原子力発電所長及び同技術統括部長から事象の概要の説明を受けた。
　１については、原因を調査し対策を検討中。
　２については、書類確認不足のためダブルチェックの実施。
○議員から再発防止を徹底すること、特にヒューマンエラーについて厳重に申し入れた。
○新設された女川オフサイトセンターを視察。最新の施設、設備を体験した。

（調査期日　令和３年８月23日）

１ 女川原子力発電所２号機の制御建屋内における体調不良者の発生について
２ 女川原子力発電所２号機における非常用ガス処理系の計画外の作動について
３ 女川オフサイトセンター視察

１ 女川原子力発電所２号機の制御建屋内における体調不良者の発生について
２ 女川原子力発電所２号機における非常用ガス処理系の計画外の作動について
３ 女川オフサイトセンター視察

離半島部の移転元地の現状と今後の活用について離半島部の移転元地の現状と今後の活用について

女川町の産業振興策について女川町の産業振興策について

最新設備の水産加工場

女川オフサイトセンター内

調査概要

調査概要

調査概要

調査結果

調査結果

○�東日本大震災で防災集団移転促進事業により、買取りをした公
有地と買取りされなかった民有地がモザイク状に存在している。

○�移転元地の活用については、一部民間事業者の募集により活用
するが、大部分は地域住民を始めとして貸付・譲渡を行う方針。

○女川町水産加工工場公募用地の公募状況。
○�東北大農学部と女川町の共同研究。（マナマコの人工種苗生産と
効果的放流効果）

○町内水産加工業者の外国人実習生の採用状況。（現在約200名）
○町内水産加工業者２社の工場視察。

○移転元地の未利用地は、維持管理費用も掛かり、税収も無い。
○行政区への説明を早急に行ない、貸付や譲渡を図られたい。
○利用しやすい広めの土地確保のため、民有地と町有地の交換も検討すべきである。
○マリンレジャーの推進では、竹浦地区の実績等を生かし、今後の活用方法を幅広く募集されたい。

○水産加工工場公募用地は、24区画中５区画が空いているので引続き積極的な広報活動をされたい。
○水産加工場の労働力不足解消の施策が必要。
○工場視察では、働き方改革や魚種変更及び新製品の開発を検討している現状が見えた。
○�行政として、海洋状況の変化に対応するため、陸上養殖等の施策、また土地賃借料の軽減やお試し移住
の紹介などの幅広い支援策の実行が必要。

（調査期間　令和３年７月13日、８月６日）

（調査期間　令和３年４月27日、５月14日、６月11日、６月29日）

総務民生常任委員会

産業教育常任委員会

原発対策特別委員会

移転元地（御前浜地区）
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＆ 女川町議会

県議会＆女川町議会

女川未来ビジョン2021意見交換

宮城県議会大震災復興調査特別委員会

令和３年７月13日

令和３年８月26日

　女川未来ビジョンはＦＲＫ２が専門家から助言も受けながら、未来の女川の姿をイメージして
表現したものです。

国道398号は女川町の生
活道路・避難道でもあり、
幅は非常に狭く、一本道
で災害時には交通が困難
になる可能性が高い。
　今回、県の土木事務所
から浦宿から稲井までト
ンネルを作る新提案がだ
され、期待を膨らませた。

東日本大震災から10年が経過し、インフラや施設設備はおおむね完了

日常を取り戻しつつあったところ、新型コロナウイルス感染拡大で厳しい状況

第二期女川町復興連絡協議会（FRK2）を設立し、自分たちが理想とする女川について議論を重ねる

そして、今後10年、さらにその先を見据えた
　　　　　　　　　「未来ビジョン」を取りまとめた

進展する少子高齢化や震災による急激な人口減少、新型コロナウイルスの流行と
いった課題に対し、さまざまな人々と協力して、一緒に解決策を紡いでいきたい

第二期復興・創生期の取組及び課題等について
　　　　　　　　　　女川町から説明し、その後県議会と懇談しました。

１　防災集団移転事業元地の現状と課題について
２　災害援護資金貸付制度に係る償還金の免除について
３　災害公営住宅の現状について
４　女川町における東日本大震災の伝承への取組について

国道398号にあらたな展開

協力のカタチはそれぞれですが、女川を愛するすべての方と
将来像を共有し、共に取り組んでいきましょう。

新提案された道路新提案された道路
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歓声が青空に広がる

復興シリーズ

第９弾

マッシュパーク

女川を歩くと

子どもたちの笑顔が
見える

ネットで見て石巻から来ました。
親水公園にも行ってみたいな。
標識をつけて欲しい。

公
園
や
ス
タ
ジ
ア
ム
が
完
成
。

老
若
男
女
、
町
内
外
の
人
び
と
を
問
わ
ず

み
ん
な
の
笑
顔
が
見
え
る
町
を
目
指
し
ま
す
。
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自然との一体感が魅力

清水親水公園

女川スタジアム
設計業務費� 18,150,000円
建　築　費� 1,090,815,000円

来年３月には少年サッカー（Ｕ11）の
全国大会が予定されています。

ナイス　キャッチ!!

木陰がほしいな～あっ！魚がいるよ
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女川で輝いている人、団体を紹介しています

この広報紙は　環境
に配慮し　再生紙を
使用しています

■発行/女川町議会　■編集/議会広報調査特別委員会　〒986−2265　宮城県牡鹿郡女川町女川一丁目1番地1　TEL（0225）54−3131（内線312）
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本
誌
を
読
ん
で
町
政
・
議
会
に

少
し
で
も
興
味
を
も
っ
て
も
ら
え

る
と
嬉
し
い
で
す
。

髙
　
野
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よ
り
よ
い
誌
面
を
お
届
け
で
き

る
よ
う
に
、
今
後
も
編
集
作
業
に

励
ん
で
い
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ま
す
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２
年
間
の
編
集
委
員
の
任
期
は

あ
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と
い
う
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で
し
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変
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に
な
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た
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木
　
良
　
徳

　

毎
日
楽
し
く
、
明
る
く
、
元
気

に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
～
。

宮
　
元
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ご
愛
読
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
少
し
で
も
、
皆
様
の
お
役

に
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
　
塚
　
勝
　
志

● 

あ
と
が
き 
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キ
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読書で
　

　旅しよ
う 未知の世界

　
役
場
庁
舎
に
併
設
さ
れ
た
図
書

館
は
、
約
５
万
９
千
冊
の
蔵
書
を

抱
え
、
皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
車
で
各
地
域
へ
の
巡
回
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
入
口
を
入
る
と
、
ま
ず
目
に
す

る
の
は
絵
本
の
展
示
。
震
災
時
に

い
た
だ
い
た
絵
本
を
元
に
、
絵
本

に
力
を
入
れ
て
き
た
だ
け
あ
っ
て
、

そ
の
充
実
ぶ
り
は
、
子
ど
も
の
み

な
ら
ず
大
人
も
時
間
を
忘
れ
る
ほ

ど
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
座
っ
て

本
を
選
ん
で
読
め
る
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
ま
す
。

　
女
川
町
子
供
司
書
養
成
講
座
の

指
導
も
し
て
お
り
、
読
書
の
す
ば

ら
し
さ
、
楽
し
さ
を
手
助
け
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
入
り
口
前
に
は
、
惚
れ

惚
れ
す
る
見
事
な
字
で
書
か
れ
た

季
節
の
あ
れ
こ
れ
の
パ
ネ
ル
が
あ

り
、
こ
れ
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

人
が
大
勢
い
ま
す
。

　
読
書
の
秋
。

　

皆
さ
ん
、
図
書
館
で
会
い
ま

し
ょ
う
！

女
川
つ
な
が
る
図
書
館

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
、

　
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

　
　「
パ
ン
ダ
銭
湯
」

　
　
　
　
　（
子
供
司
書
）

本のスペシャリストたち
　　　　　みなさんを待っていま～す

どの本いいかな？おばけの本だいすき♥

季節の一言も楽しみ


